
住まい ◎地域包括支援センター
◎ケアマネジャー

老人クラブ・自治会・若返り体操サークル・ボランティア・NPO 等

退院

通院・入院

通所・入所

退所

医療 介護

介護予防・生活支援

認知症対策推進事業の実施状況について

・かけはしいさはや
・入退院支援連携
ガイドブック

・認知症初期集中支援チーム
・認知症サポーター養成講座
・オレンジ手帳書き方講習会

・介護予防教室
地域ケア会議

（地域課題の抽出）
・介護予防と生活支援の

語らん場

資料１

～地域包括ケアシステムのイメージ図～
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諫早市地域包括ケア推進協議会【１６名】

（地域包括ケアシステム構築のための有識者や関係機関、関係団体の代表者で構成）

在宅医療・
介護連携推進会議

【１４名】

認知症対策
推進会議

【１４名】

介護予防・日常
生活支援推進会議

【１４名】

圏域別地域ケア会議（中央部・北部・西部・南部・東部）

個別地域ケア会議（中央部・北部・西部・南部・東部）
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住民主体の活動組織（自治会、民生委員等）

諫早市における地域包括ケアの推進体制
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認知症対策推進会議(認知症施策の推進)

認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう、地域住民と医療・介護職が有機的
に連携し支援するシステム構築を図る。

目的

実施状況（R7年９月末現在）

令和2年度 会議１回 ◆認知症普及啓発DVD作成にかかるワーキンググループ２回

令和3年度 会議１回（書面会議）

◆広報いさはや（９月号）認知症特集 ◆多職種協働研修会１回（オンデマンド配信、視聴者９７１名）

令和4年度 会議２回 ◆アルツハイマー月間における取組 ◆講演会1回（参加者４０名）

◆多職種協働研修会１回（オンデマンド再配信、視聴者120名）

令和5年度 会議２回 ◆認知症SOS模擬訓練１回（参加者１１０名）

◆講演会１回 ◆多職種協働研修１回（動画配信 視聴回数821回）

令和6年度 会議2回 ◆認知症SOS模擬訓練 ◆世界アルツハイマー月間の取組

令和7年度 会議1回 ◆認知症月間における普及啓発の取組み

○認知症初期集中支援チームの設置（平成２８年度～)

主な事例 ①行方不明となるリスクが高い認知症が疑われる事例←介護サービス利用へ

②認知症診断後に受診拒否、介護サービス利用に強い拒否のある事例←精神科受診し、介護サービス利用へ

〇認知症初期集中支援チーム検討委員会設置（平成２８年度から推進会議を位置付け）

〇認知症ＳＯＳ模擬訓練の実施（平成３０年度～）

〇認知症サポーター数（平成２０年７月～） １5，280人(令和7年9月末現在)

○オレンジ見守りペンダント等配付事業（平成２９年２月～）

○位置情報確認装置（ＧＰＳ）の貸与（平成１２年～）

○認知症ケアパス（平成２９年度） ○いさはやオレンジガイド（本人視点簡易版認知症ケアパス）（令和４年度）

〇オレンジセーフティネット（令和５年度～）

〇認知症月間の取組み（令和6年度）

これまでの検討状況・成果
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大目標 目的

〇関心の有無
にかかわらず、
日常的に認知
症の情報に触
れることができ
る環境づくり

〇関心を持つ市民がより積極
的に情報を得ることができる
環境づくり

〇認知症の病態を理解し、対
応を学べる環境づくり

〇認知症の人と家族にかかわ
り必要な支援を知ることがで
きる環境づくり

〇認知症講演会の開催
〇認知症多職種協働研修

〇認知症サポーター養成講座（学童・児童・生徒） 令和３年～（消防団・図書館・市職員）
〇広報いさはや 特集記事（令和３年９月号）、４コマ漫画掲載（令和３年９月号～令和４年４月号 計７回）
〇認知症月間の取り組み（図書館で特設コーナー設置）

〇認知症サポーター養成講座（職域・地域）
〇認知症ケアパス・オレンジガイドの普及
〇いさはやオレンジ手帳書き方講習会（介護予防教室にて実施）
○認知症高齢者見守り事業（GPS機器利用・ペンダント配付）
〇認知症高齢者見守り事業（オレンジセーフティーネットの導入）

〇認知症ＳＯＳ模擬訓練
〇オレンジ連携シート活用
〇認知症の人と家族の会の支援・認知症カフェの支
援（令和３年～ホームページ掲載）

〇
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認知症に
関心がな
い

認知症に
関心を持ち、正しく
理解できる

小
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標

事
業

≪ 認知症に対する市民の関心と対応の変化 ≫
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本人・家族に関わり
見守ることができる

本人の意思を
汲み取った支
援ができる

〇認知症の人の意思
を尊重し、活躍できる
環境づくり

認知症の普及啓発の取り組みについて ～諫早市の目指すところ～
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○講演会等での認知症ご本人の意見を反映
○いさはやオレンジガイド（簡易版認知症ケアパス）

○認知症講演会
○認知症サポーター養成講座
○いさはやオレンジ手帳
○認知症SOS模擬訓練
○認知症月間の取組み

○専門相談
○認知症初期集中支援チーム
○認知症ケアパス ○いさはやオレンジ手帳
○オレンジ連携シート ○多職種協働研修
○高齢者見守り（ペンダント・ＧＰＳ・OSN）

本人・家族
支援

普及啓発

本人
発信支援

認知症対策推進事業の実施一覧
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【目的】

市民に広く認知症についての理解を求め、認知症になっても安心して暮らすこと
のできる地域になることを目指す。

【内容】
〇第１部：講演

「軽度認知障害（MCI）と早期認知症」 諫早総合病院院長 長郷医師

「認知症の症状を正しく知ろう」 諫早総合病院 藤本看護師

〇第２部：相談コーナー

【実績】（令和７年度）
日時 ：令和７年９月２０日（土）
場所 ：高城会館

受講者数：１３３名

認知症講演会
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【目的】

認知症についての正しい知識をもち、認知症の人やその家族への理解を
深めるとともに、認知症の人が地域で安心して暮らせるよう、声かけや対応の
仕方の学ぶ。

【内容】
・認知症の人と家族の会の講話

（家族の気持ちを理解する）
・DVD視聴
（認知症本人の戸惑いについて）

・認知症の人の対応を体験
・意見発表

【実績】（平成２０年７月～令和７年９月末）
開催回数：５３３回
サポーター数：１5，280人
開催場所：
図書館・小中学校・老人クラブ・自治会・
医療機関・宅配事業所 等

認知症サポーター養成講座

認知症の人やその家族の

応援者の証として、認知症サポーター
養成講座を受講修了された方に渡して
います。諫早市独自のバッジです。

【いさはやオレンジバッジ】
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いさはやオレンジ手帳書き方講習会

【目的】

〇オレンジ手帳に自分史（エピソード）を書き残し、認知症に備える

〇地域に認知症への理解者を増やす

【内容】

＜定期開催＞ 介護予防教室（脳トレ）30分程度

＜不定期開催＞ ６５歳以上の１０名以上のグループからの申請、６０分程度

【令和７年度実績】

実施回数 20回、 延べ参加者数 292人（R７年９月末現在）

【シート項目】

・覚え書き・私のプロフィール・自分史シート

・いままでシートなじみシート

・これからの生き方・暮らし方シート・安心マップ

◆いさはやオレンジ手帳◆
認知症に備えて、元気な頃から、今まで生きてきた暮らしや思い、
希望等必要な情報をまとめておくことができる手帳
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認知症SOS模擬訓練
認知症の人が
安心して自宅に
帰れる地域に
したい

＜自治会長挨拶＞

これから先の対応や、どういう声掛けを
すればいいのか勉強したいと思う。

家に帰ろうとして道に迷い公民館周辺
をウロウロしている人に対しての声かけ

家はどこやったかな？

一緒に帰りましょう

認知症SOS模擬訓練とは、認知症の人が迷わない・

安心して外出できる地域に向けた取組みです。

認知症サポーター養成など認知症の方への対応を学んだ上で、

行方不明者が発生したことを想定し「声掛け」「捜索」を地域で行います。

＜声掛け編＞
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【目的】

認知症になっても、住み慣れた場所で安心して生活できる地域を目指し、市民が
認知症への関心を持ち、理解を深めることが出来るよう、９月の「認知症月間」にあ
わせ普及啓発を図る。

【取組み】
・缶バッジ配付

・オレンジDAY
・リーフレット配布
・認知症月間ののぼり、横断幕を設置

・市内図書館認知症特設コーナー
・認知症講演会
・市広報誌での特集

認知症月間の取組み
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認知症相談支援の流れ

本人・家族

認知症地域支援推進員（地域包括ケア推進課・地域包括支援センター）

地域
（民生委員等）

介護関係者医療関係者 警察

窓口・電話

専門相談
（実件数１１件）

初期集中支援チーム
（実件数４件）

医療
（専門医・

かかりつけ医）

民生委員
介護

（ケアマネ）
家族

介護
（認定申請）

地域包括
支援センター

相談者

・認知症専門嘱託医
・保健師
・認知症地域支援推進員

必要時
戻る

対応結果
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本人・家族支援



対応の仕方が
わからない

物忘れがひどく
なった

【目的】認知症に関する相談を受けることで、認知症の本人や家族が

住み慣れた地域で安心して暮らし続けることを支援する。

【対象者】認知症やその心配がある高齢者・家族または支援に関わる方

【従事者】認知症専門嘱託医・保健師・認知症地域支援推進員

【場所】諫早市役所 会議室

【日時】毎月 第２金曜日

１３時３０分～１５時（１枠３０分）

【料 金】無料

※事前予約が必要

認知症専門相談
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いさはやオレンジガイド

～諫早市認知症ケアパスを基に
本人視点を盛り込んだ簡易版認知症ケアパスに～

【経過】
・平成29年度諫早市認知症ケアパス作成
・地域住民、医療、介護関係者向けとして作成。
認知症対策推進会議にて「情報量が多い為簡易的なものが必要」との意見あり。
・平成30年度実施の「認知症の人の心の声アンケート」の内容を盛り込む。
・令和元年度より案を作成し、認知症推進会議にて意見聴取し修正。
・本人が使いやすい認知症ケアパスを作成し、空白の期間への対応を図る。
・情報を詰め込まず、シンプルな構成にし、諫早市認知症ケアパスに繋ぐ。

※八折り版で手に取りやすいよう工夫 13

本人・家族支援

本人発信支援



【目的】

認知症支援に関わる多様な職種や支援者が認知症への理解を深め、生活障害
への対応力の向上を図るとともに、認知症の人や家族が必要とする支援を関係者
相互の視点を理解しつつ、連携し、支援できるようになる。

【対象者】 市内で認知症支援に関わる専門職等

【実績】
日時 ：令和７年７月６日（日）
場所 ：諫早市健康福祉センター

受講者数：６１名
内容 ：講座・演習

・本人インタビュー動画視聴

・認知症VR体験
事例検討
・グループワーク

・全体共有

認知症多職種協働研修
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チヨばあちゃん さん No.0000

チヨばあちゃん

チヨバアチャン

女性

捜索対象者

目撃 トーク 地図

オレンジセーフティネット

スマートフォンのアプリを活用して、行方不明となった認知症高齢者等

を地域で見守り、早期発見・保護する仕組みです。家族等がアプリを通

じて捜索依頼を行うと、登録された捜索協力隊「おかえり協力隊」に情

報が共有され、捜索が開始されます。
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